
通所サービスの未来を語る 
～他業種連携により質の向上を図る～ 

 
株式会社 幸 代表取締役 

デイサービスセンター幸のつどい 管理者 

中平 武志 



情報伝達の円滑化と情報の同時共有
によりサービスの向上を！ 



 神奈川県の睦町クリニックさんが先だって導入しているサイボウズｌｉｖｅ
というシステムがあります、末期がんの利用者に主治医・訪問看護・訪
問介護・居宅介護支援事業所が情報を同時共有し、より良いサービス
の提供ができた事例を発表されています。 

 詳細：http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20101025/353428/ 

 当所でも、職員間で試用しておりますが、自分が出勤日でない利用者
の状況を知ることが出来、情報伝達ミスによるトラブルの軽減というメ
リットが生じています。 

 同様のシステムを高知県や全国で共通のフォーマットとして使用するこ
とが出来れば、事業所が記録を行うだけで瞬時に居宅介護支援事業
所・その他の関連事業所に情報を発信することができ、情報を送付す
る手間、整理する手間、月末の報告までその月の様子がわからないと
いうような問題が大きく軽減されることが予想できます。 

詳細 



 「○○さんのデイでの様子がおかしい」 

 

 「１、昨日の訪問介護での様子を知りたいとケアマネに連絡」 

 

 「２、ケアマネが訪問介護事業所に連絡」 

 

 「訪問介護事業所」⇒「３、担当者」⇒「４、事業所」 

                          ⇒「５、ＣＭ」⇒「６、デイ」 

 一つのことを知るために６回の連絡があって初めて知ることが出
来るが、知りたい時に間に合わないことも多くある？ 
 

 

 

現在の一般的な情報共有システム 



今回提案する情報共有システム 

その利用者の 

共有情報 

居宅介護支援事業所 

通所介護事業所 

主治医 訪問介護事業所 

福祉用具 訪問リハビリ事業所 

訪問入浴 配食サービス 

※各事業所の一度の記入で、主治医、各事業所が同時に状況を把握することが出来る！ 



 瞬時に他事業所でのサービス状況・利用者の状況が把握できる。 

  ⇒処方箋等も主治医から各事業所へ瞬時に情報伝達。 

 ＣＭ以外も利用者の介護サービスを全体的に見る事が出来る。 

 よって医療・介護サービスをトータルとしての質の向上が図れる。 

 各事業所の記入が所定のフォーマットの記入されるべきところに
記入されるため、情報を整理する必要がない。記入＝整理。 

 最新の情報を見たい時に見る事が出来る。 

 ＣＭがサービス提供事業所の数を増やしても事務処理が増えに
くく、利用者のための提案、実施への時間の確保が容易になる。 

 一部の事業所以外では共有するべきではない情報は、今まで通
りの手段で伝達を行えば良いため、デメリットが思い当たらない。 

 

考えられるメリット 


